
 
                                           

1 

NY マーケットレポート（2018 年 11 月 27 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、米主要株価が軟調な展開で始まり、ダウ平均株価が一時 220ドルを上回る下落となったことか

ら、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。しかし、米消費者信頼感指数が予想通りの低下に留まったこ

とが好感されたことや、クドロー米国家経済会議（NEC）委員長が、米中首脳会談での合意の可能性に言及し

たことを受けて、米中首脳会談に対する期待感が高まった。また米主要株価がプラス圏まで反発したことも

加わり、ドル円・クロス円は底固い動きとなった。 

 

主要な米経済指標結果 

9 月住宅価格指数（前月比） 0.2％（予想 0.4％・前回 0.3％⇒0.4％） 

3Q 住宅価格指数（前期比） 1.3％（前回 1.1％⇒1.3％） 

 

出所：Bloomberg 

 

9 月 S&P/ケース・シラー[総合 20]（前年比） 5.15％（予想 5.20％・前回 5.49％⇒5.53％） 

9 月の S＆P／ケース・シラーの 20都市住宅価格指数は、前年比+5.15％となり、約 2年ぶりの低い伸びとな

った。住宅価格指数の伸び鈍化はこれで 6 ヵ月連続。住宅ローン金利の上昇や高い不動産価格が影響し、買

い控えが広がりつつある。 
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出所：Bloomberg 

 

11 月消費者信頼感指数 135.7（予想 135.7・前回 137.9） 

11 月の米消費者信頼感指数は、135.7（1985 年=100）となり、前月の 137.9 から 2.2 ポイント低下した。景

気の現状に対する信頼感指数は 172.7（前月 171.9）と前月から上昇する一方、向こう半年の期待指数は 111.0

（115.1）と低下した。雇用関連では、現状は「職が豊富」との回答は 46.6％（前月 45.4％）、「就職が困難」

は 12.2％（前月 13.4％）、向こう半年では「求職が増える」との回答は 22.8％（前月 22.3％）、「求職が減る」

は 11.1％（前月 10.6％）。 向こう 1年間のインフレ見通しは 4.9％、前月から 0.1ポイント上昇。 

 

出所：Bloomberg 
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要人発言 

クラリダ FRB 副議長 

・漸進的な利上げを支持、中立金利は不透明 

・リスクは 3年前ほどダウンサイドに傾斜していない 

・インフレが目標上回れば政策見通し調整へ 

・金融市場は消費者物価指数の上昇率が 2％程度で推移すると見ている 

・PCE は歴史的に CPIよりも 0.3 ポイント程度低い 

・米国経済の基礎は力強い 

・もし私の予測通りならば、来年も景気拡大が続き、拡大期は史上最長になるだろう 

 

クドロー米国家経済会議（NEC）委員長 

・米中首脳、12/1に夕食の席で会談へ 

・トランプ米大統領は会談の成果に期待､追加関税の用意も 

 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

・米経済にひびが入っているのかどうかが、金融当局にこの先待ち受ける主な課題の一つだ 

・経済が 2019年と 20 年に減速することに疑いの余地は全くない 

・経済がこれまでより減速する中で、現在のようなペースで利上げを継続するのはずっと困難 

・潜在成長率が 1.8％ならば、経済はその水準付近に戻っていくだろう 

 

エバンス・シカゴ連銀総裁 

・政策スタンスを中立にする時期 

・米経済データは経済の強さを示している 
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米主要株価は続伸 

米株式市場は、トランプ米大統領が対中追加関税の可能性に言及したことから、米中貿易摩擦の激化が懸念

され、主要株価が序盤から軟調な動きとなった。その後、クドロー米国家経済会議（NEC）委員長が、米中首

脳会談での合意の可能性に言及したことから、米中首脳会談に対する期待感が高まり、主要株価はプラス圏

に反発した。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前日比 224 ドル安まで下落したが、その後

は終盤まで堅調な動きが続き、108ドル高で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックもプラス圏まで 

反発したが、小幅高に留まった。 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


